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商品名の命名メカニズムと再命名
―家電製品名の場合一
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1.目 的と意義一商品名の再命名二

命名の研究では,な ぜそのような名づけが行われるのか,将 来どのような名づけがなさ

れるのかといった問いに答え得る《命名のメカニズム》が明らかにされなければならない.

筆者は,先 に,商 品名とくに家庭用電気製品の命名メカニズムについて,戦 後から現在ま

での新聞広告を資料に,固 有名だけでなく普通名による名づけも商品名と認め, 4種 の商

品名構成要素を設定した上で,そ の 《変遷》に見られる規則的な傾向を見出した (蓑川

2006a).す なわち,① 商品名の変遷において構成要素の出現には一定のパターンがある,

②商品名構成要素の出現パターンは新商品 0新機能の出現とその普及 (一般化)と に関係

する,③ 新商品 0新機能の普及 (一般化)に 伴って類概念の意味が変化する,と いう3点

である.商 品名の命名メカニズムは,こ れらをその基本とするものと考えられるが,な お

追究すべき点も数多く残されている.そ の一つが,商 品名の命名における 「再命名」の問

題である.

「再命名 (現象)」1とは,鈴 木孝夫による用語で,「ある事物なり現象を,そ れと対立す

MINOKAWA Eriko(Graduate School of Letters, Osaka University)一 一]Mechanism of

Naming and Re‐ nanling on Products Names一 ―Products Names on Electric Home

Appliance一

1『 言語学大辞典第 6巻術語編』の 「語彙変化」の項には,「新しい事物Nを 指示する単語 (たとえば,

新幹線,衛 星放送)が 造られると,N以 前から存在し,Nが できたために新しくNと 対立するようになっ

た事物0に ,改 めて命名されることがあり,そ の場合,0を 指示する単語 (この場合,在 来線,地 上放送)

は,Nを 指示する単語と,N,0両 者に共通の事物をあらわす要素 (線,放 送)を 共有している。鈴木孝

夫はこの現象を再命名と名づけた (出典略)」とある。本稿でいう 「再命名 (現象)」も,こ の定義に従つ

ており,単 に 「名前を付け直す (改める)」という意味ではない。なお,荻 野 (1989)の 「名前の変更」

や森岡 ・山口 (1985)の 「名前の改新Jな どでも,「再命名」という用語は使われていない。
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ることばと並べて使用するうちに,元 のものを,対 立することばが含む別の視点観点から

見なおして,(元 のものに)新 しい名を付けること」(鈴木 1975)と され,例 として 「西洋

風の料理が洋食と名付けられると,今 度は今迄の普通の食事が日本食あるいは和食として

対比的に再把握されるのだ。油絵が渡来して洋画と称せられると, 日本古来の絵は日本画

となる.ウ イスキーなどが洋酒ならば,従 来ただ単に酒と言われていたものが日本酒と呼

ばれるようになる」(鈴木 1976a)等 の事例があげられている。また,真 田信治 (1983)

も,奄 美大島で新しくさつま芋が移入したことにより,元 々あつた里芋の名称が再命名に

より変化した事例を挙げている.

こうした再命名の現象は,上 の定義 ・事例からも分かるように,新 しい事物 ・現象の出

現によって,そ れと既存のものとの間に持続的な対立関係が構成されたときに生じるもの

で,既 存のものが新しいものに取つて代わられるような場合には,既 存のものは消えてい

くわけであるから,再 命名の現象は起こらない。つまり,再 命名は,新 旧並存のときに生

じるのであって,新 旧交代のときには生じないと考えられる.と すれば,家 電製品のよう

に,技 術革新によつて次々に新商品が開発され,旧 来の商品が消えていく分野では,旧 来

の商品が再命名されることはないと予想される.実 際,上 述の調査 (蓑川 2006a)で も,

冷蔵庫には再命名の現象が見られなかった.し かし,洗 濯機 とテレビについては再命名が

観察され,また,その後の調査で,ワープロにも再命名の現象が見られることがわかつた.

このことは,家 電製品の命名において再命名が偶然にではなく生じていること, したが

って,再 命名という命名法を家電製品名の命名メカニズムに組み込むことが必要であるこ

とを示している.家 電製品の命名において, どのような条件の下に再命名が行われるのか

を明らかにすることは,そ の命名メカニズムを精密化するために重要であり,同 時に,再

命名という名づけ方そのものについても,今まで気づかれることのなかった問題を提起し,

その新たな側面を見出すことにもつながるものと考えられる。

そこで本稿では,上 に述べたテレビ,洗 濯機,ワ ープロを対象に,そ れらの命名におい

て再命名が行われる過程を詳細に記述し,再 命名が生じる条件を明らかにすることによつ

て,家 電製品名の命名メカニズムをより精密なものにすることを試みる.

かつ,本 稿でも採用する,商 品名およびその構

べる.
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2.1 商 品名の認定

玉村文郎 (1988)は ,商 品名のつけ方には二通りあるとして,

(1)企業名 (又は企業商標)十
一般名称 (例 :大正漢方便秘薬)

(2)商品別の商標 (例 :ノ
ーシン,ポ ポン S)

の二種を挙げている.し かし,新 聞広告などでは,こ れら(1)(2)に含まれない,下 例①
～⑤

オープン噴流

0形 ICオ ール トランジスタ高雄

⑨
　

⑩

のEヨ 部のような 《説明的な表現》がごくふつうに見受けられる.

例① 日立テレビ家庭用標準型

② 日立冷蔵庫特鮮 5ドア

サンヨー電気洗濯

三菱カラーテレビ

③
　
④

⑤ 日立テレビ19形 ワイドジャネット

これらは,そ れだけで独立した商品名として働くことはできないから,一 見,商 品名で

はないように思えるが,下例⑥～⑩のように,玉村 (1988)の(1)における 「企業名」と「
一

般名称」との間や,「
一般名称」の直前に現れることも多い.

例⑥ ナショナル家庭用電気洗濯機

⑦ サンヨー4ドア氷温冷蔵庫

③ シャープ冷気ダム式冷蔵庫

Yr -7 " Cト ランジスタ レビ

レビ プ ラズマエ ックス2イ ンチワイ ドプラズマ

このように,明 らかな商品名の中に入つたり,「
一般名称」にじかに前接 したりするこ

とのできるこの種の表現を,商 品名とは無関係の単なる説明として排除することは適当で

はないだろう.そ こで,本 稿では,玉 村 (1988)の (1)(2)に加えて,こ の種の 《説明的な

表現》も商品名を構成する表現として認めたいと思 う.そ れらを含めて考えたほうが,商

品名命名メカニズムのより豊かな記述,豊 かな理論化ができるのではないかと考えるから

う
ん



である.以 下の例 (1964年 1月 26日 付朝刊)で あれば,(1)に相当する「ナショナル」「テ

レビ」,(2)に相当する 「パ トラス」のほかに,「人工頭脳」と 「19形 」をも商品名の一部

と認め,「ナショナル人工頭脳テレビ 19形パ トラス」全体を商品名とするということであ

る.な お品番,型 式などといわれる機種番号は,製 品の製造および在庫管理のためのもの

であり,消 費者を意識して名づけられたものではないので,商 品名には含めない2

オ   Å =整 構FI曜

| 》
電贈聯り講いノJおtfではありま:せん
「毒ンパタト麟 鱗にもご態露くだきい
14響ナ,ご求0もイヽ毎く、ぶt 切ヽoお鶯ンパタ:難静 すゞ

もか0“テレぎ欝韓き'幸o裁曇1‐籍野の大欝職。これ轟fo

19攀::なも・、ぉぅキ(新韓い熱力です。

織絶t爽彙餞彎敬ギ.Lll=瀬 ない額購 式轟r警夕Jです

●機畿と書を義鸞機韓灘機す0く人=額麟〉書滋つ春

最撫t:苺きた0も Lヽぼ城 ゃすも'銀

簿キ:樹:鰺して下多t・.● L韓―ム革難

導が、い0で tノ め なな螢議寺縁

→熱}鎌嬢像ι警11食熱鋼漿tユ す

●彗が憲れないダⅢ…豪フィルタ“

ず静サン響購磯:=織〆レーのざ,碑.嚇

鶯 しました、だ書, 集, , " キもr F

(、逓‐tで見でも轟ボ練ttません着
嘲躍賂麟 ||IК ll藩綱鎮磁賊:―  機壺蓬勢●彙J000円 鮮総脅曇S‐.500菫

図 1 家 電製品の新聞広告の例

2.2 商 品名構成要素の規定と分類

商品名を,上 述のような一連の表現とした上で,

<タ イプ名 ><機 能名 ><固 有名 >の 4種 を認める

該当する箇所には下線を付す).

その 「構成要素」として,<基 本名 >

(以下の説明において,各 構成要素に

それに社名やブランド名を前接させたもの.

ゼネラル冷蔵庫 (左記 2例 は玉村 1988か ら)

①<基 本名>(玉 村(1988)の(1))

森岡健二 (1985)の 「類概念」,及 び,

例 冷 蔵庫 (類概念),三菱冷蔵庫,

2新 聞広告を資料としているが,キ ャッチフレーズや商品説明の文章は調査対象から除き,個々の商品を
指し示している表現を対象とする。
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*「 社名」と 「類概念」とを切り離して別の構成要素とすることはしない。

②<タ イプ名>

同一商品に型やクラスが複数あり,そ のうちの一つであることを明示するための構

成要素.タ イプを区別するための名前で,商 品の大きさ,用 途,形 状等を表す.商 品

名としては補足的で,二 次的なもの.

例 東 芝電気冷蔵庫ご家庭用実用型,富 士冷蔵庫最高級

③<機 能名>

主に新しい技術によって新たに開発された機能や,従 来の商品または他社の製品に

はないとされる機能を表す名前.新 技術ばかりではなく,そ の商品の
“
売り
"と
なる

ようなもの.

例 サ ンヨーソリッドステー ト冷蔵庫,冷 凍冷蔵庫3ド アロータリー

④<固 有名3>(玉 村(1988)の (2))

商品の特徴や属性を表さず,他 社製品と区別するためにつけたと思われる名称.

例 NEC電 気冷蔵庫ファミリア,冷 蔵庫あこがれ

以上により,先 の例は,次 のような構成要素から成る商品名と認めることになる.

例 ナ ショナル 人工頭脳 テ レビ 19形  パ トラス

↓々″″ヽ「
´́

基本名    機 能名

(社名十類概念)

「ナショナルテレビJは<基 本名 >,「 人工頭脳」は映像と音を自動的に調整する装置で

当時の新機能であるから<機 能名 >,「19形」はテレビ画面の大きさが数種類用意されてい

るときの一種を表すから<タ イプ名 >,「 パ トラス」は<固 有名 >と なる.

3「 固有名」については言語哲学の分野において,記 述説,「記述の東」説,因 果説など様々な議論が行
われている。また言語学でも固有名詞および普通名詞についての議論があり,両者の区別については,田

中克彦 (1977),岩淵悦太郎 (1971),阪倉篤義 (1968)な どで論じられ,阪 倉 (1978)は商品名の固有

名 (詞)の 特色についても言及している。ただし,本 稿では,「固有名」という用語を,商 品名構成要素
の一つの名称として用いている。これはほかの構成要素と異なり,商 品の属性を表さず,他 社製品との違
いがわかるような表現の構成要素である。

名

↓

有固名プ

―
▼
　
イタ

219



3.前 提 2-家 電製品の命名メカニズムの基本モデルー

続いて,これも本論での議論の前提となる,蓑川(2006a)で明らかにした家電製品の基本

的な命名メカニズムの概略を述べる.

本稿でいう《命名メカニズム》とは,同 下の商品カテゴリーに対する命名を,商 品の 《進

化》に伴 う 《変化》として捉え,固 有名だけでなく,普 通名による名づけも商品名と認め

て,経 年的に調査することにより見出すことのできる,商 品名構成要素の出現パタ
ーンを

いう。

冷蔵庫,洗 濯機,テ レビ,そ れぞれの各商品名構成要素を,そ の初出によつて整理した

結果,い ずれにも共通して,次 のような出現パターンを見出すことができた.図 2は横軸

に年,縦 軸に語数をとり,各 商品名構成要素の出現 (初出)の 推移を見たものである.

語
２５

20 Jい 回 有 名

、`、 「 ｀`トノ/「`1
１

口

．

．

．
‐

．

／
ｒ

一Ч
．、，ト

▲ム

∵

′

′

ぜ

ｆ

′

l    l

l        l
l  へ l

み
′｀
、

メ▲ ｀_  、` ノ

ハ

ノ
 r)｀
く
｀

Ｖ
ヽ
　

＾

ヽ

　

　

　

　

‐

ミゝrグ
′

レ
´

15

10

55 58 61  64 66 68 70 73 76 79 82 85 88 91  94 97 00J手

図2 テ レビの商品名構成要素の出現パターン

①初期から前半期 (普及期)に 数多くの商品名構成要素が現れ,そ の後は減っていく。

とくに,<基 本名>は 最初期に現れ,そ の後新しい<基 本名>が つけられることはほ

とんどない.

②まず<基 本名>が 現れ,そ れと同時かやや遅れて<機 能名>が 現れ,最 後に<固 有名

>が 現れる (<タイプ名>は 補足的 ・二次的な要素であり,明 確なパターンを示さな

い ) 。
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③こうした商品名構成要素の出現パターンは,新 商品 。新機能の出現とその普及 (一般

化)と に対応 している。すなわち,新 技術を表示する<機 能名 >が 増加 し,そ の機能

を持つ商品が
一般化するとその<機 能名 >は 減少 し,代わつて<固 有名 >が 増加する.

またしばらくして新しい技術が開発されると新たな<機 能名 >が つけられ,<機 能名

>の 増加局面では<固 有名 >は 減少する.こ のように<機 能名 >と <固 有名 >は ,新

商品の開発 (出現)と 普及とに伴つて,相 補的な変動を繰 り返す.

④新商品 0新機能の普及 (一般化)は ,類 概念の意味変化をももたらす.す なわち,新

機能の一般化局面では,<機 能名 >の 表す 「機能」が当たり前になって,わ ざわざ表

示する必要がなくなり,す でにある<機 能名 >が 消えていく (表示されなくなる).

このとき,そ れまで<機 能名 >の 表していた意味は,<基 本名 >を 構成する類概念の

中に 《吸収》されたことになる。この現象は,ス テルンの 「置換」(substitution)に

相当する.<基 本名 >中 の類概念は,商 品の進化に伴って,形 は変えないがその意味

を変えるのである.

以上述べたことを概念図にまとめると,図 3の ようになる.こ れは,家 電製品名の命名

メカニズムの基本モデルといえるものである.

最初の商品の普及カープ 新機能Bが 付加された商品の普及カーブ

→ E卜 →
卜( G ' + B )―一一月>□

図 3 家 電製品名の命名メカニズムの基本モデル

4.調 査一家電製品名 (構成要素)の 変遷

以下,上 述の基本モデルに 「再命名」を組み込むべく,テ レビ,洗 濯機,ワ ープロそれ

ぞれについて,そ の商品名構成要素の出現の経年的な変遷を調査する.そ の際,注 目され
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るのは,上 の③および④にかかわる側面である.す なわち,家 電製品の再命名は,新 機能

と旧機能との対立的な関係から生じるものであり,具 体的には,旧 機能を表す<機 能名>

が類概念から分出されることによつて行われるが,こ のことに,③ ④で指摘したことが関

係するのである.し たがつて,以 下では,商 品の普及率などのデータをも考慮しながら,

<機 能名>に 焦点を当てた記述を行うことになる.

4.1 資 料

戦後から現代までの命名の変遷を観察するため,テ レビと洗濯機の場合は,1946年 から

2000年 までの約 3年 ごとと,2001年 から2005年 までの毎年の『朝日新聞』(縮刷版)の,

1月 ,4月 , 7月 ,10月 分の広告を資料とした.ワ ープロの場合は,商 品が出荷された

1979年から,全 メーカーが生産を中止した年の前年である,2000年 までの毎年の 1月 ,

4月 , 7月 ,10月 分の 『朝日新聞』(縮刷版)の 広告を資料とした。新聞広告を資料とし

たのは,蓑川(2006a)と同じく,① 商品の詳しい説明が読める,② 日付が明確で,同
一条件

でメーカー各社の資料が収集できる,③ 広告の表現の中から商品名を取り出す際,統 下し

た基準で認定できる,な どの理由から,商 品名の変遷を統
一的 ・客観的に明らかにするた

めに好適の資料であると考えたからである.

なお実際の新聞広告では,商 品名の構成要素を紙面の空間性を利用して,縦 横に配置す

ることがあるため,構 成要素間の順序関係を考慮することはできないが,商 品名の用例を

示す場合には,一 般的であると考えられる並べ方で示すことにする.

4.2 テ レビ

図4は ,自 黒テレビ・カラーテレビの普及率のグラフに,「カラー」を含む<機 能名>,

“
白黒
"を
意味する<機 能名>,そ して<機 能名>「 自黒」の,年 ごとの異なり語数を対

応させたものである.

。 「カラー」を含む<機 能名>(下 線部)(用 例の一部)

(1961年)三 菱カラーテレビ,(1964年 )16型 カラーテレビ,

ナショナル人工頭脳カラーテレビ 16型カラーデラックス

(196 6年)サ ンヨーカラーテレビ 19セブンオー トカラー,

東芝カラーテレビ ユ ニカラー, 人 工頭脳カラーテレビ パ ナカラー19形

日立カラーテレビ キ ドカラー19, サ ンヨーカラーテレビ サ ンカラー,

カラーテレビ フ ァインカラー19

(1968年)東 芝ユニカラーテレビ名門,
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富士白金カラーテレビ豪華 19形 , ナ ショナルカラーテレビ パ ナカラー,

NECカ ラーテレビ オ ー トカラー太陽, シ ャープ全二_1カ ラニ歓 19型 ,

カラーテレビ ハ イファイカラニ, サ ンヨ
ー レ ッドサンカラー,

カラーテレビ フ ァインカラース
ーパーサィズ ノ ングレア,

ゼネラルカラーテレビ王朝グレースカラー19型豪華コンソ
ールタイプ,

ネオカラー高雄

(1970年 )ナ ショナル トランジスタパナカラ
ー20形 豪華高級型,

サンヨーカラーテ レビ オ
ール トランジスタサンカラー13型 ,

東芝ユニカラーテレビIC全 自動名門, 日 立ソリッドステ
ー トキ ドカラー,

シャープハイカラー歓, NEC全 自動オ
ー トカラー太陽

(1973年) ナ ショナルパナカラー, 日 立キ ドカラ
ーポンパ,

ソニーカラーテレビ ト リニ トロン, ビ クター純白カラービクトロンTV,

NECオ ー トカラー太陽番組予約装置付ワンダービジョン,

東芝IC TRANSISTORブ ライ トロンユニカラー

(1976年 )東 芝カラーテレビ ブ ラックストライプ, 日 立キドカラーポンパ

ビクター純白カラー, ク イン トリックス パ ナカラー

(1979年)日 立カラーテレビ日立音声多重キ ドカラー, ビ クター純白カラー,

ナショナルパナカラー音声多重クイントリックス

(1982年)日 立システムAV・ キ ドカラーONLINE20形 カラーテレビ

(1985年)ラ イ トAVテ レビCOREフ ラットスクエアLカ ラーテレビ21形 ,

日立キ ドカラー ワ イ ド24, ナ ショナルパナカラーα2000X

(1988年)衛 星放送・文字放送内蔵カラーテレビ       (イ クス),

ドルビーサウンドカラーTV Z‐Xl,日 立カラーテレビキ ドカラーEXCITING33

(1991年)33型 衛星放送内蔵カラーテレビ 画 王

(2000年)20型 カラーテレビ

“
白黒
"を
意味する<機 能名 >(下 線部)

(1961年)自 黒テレビ コ ンパク トタイプ完全自動テレビ

(1968年)自 黒テレビ 19形 嵯峨 1900

(1970年 )ア ダプター取付可能白黒テレビ
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(1973年 )7型 白黒テ レビ, 自黒テ レビ 1.5形 ICテ レビ

(1982年 )ナ ショナルマイクロテレビ<ソ ロ>1。 5型 モノクロテレビ

(1985年 )EPSON Televianポ ケットテレビ モ ノクロ

テレビは,初 めは色のない (白黒の)テ レビしかなかつた。したがつて,「テレビ」と

いう類概念には 「色のない」という意味が含まれていた。

その後,色 のあるテレビが登場すると,「カラー」などの機能名をもつ商品名がつくら

れ (1961年),同 じ年に 「白黒」という機能名をもつ商品名もつくられている.こ れは,

色のあるテレビと色のないテレビとを対立的にとらえ,新 しい商品である前者を 「カラ
ー

テレビ」などと名づけたことに対応して,旧 来の商品である後者を 「白黒テレビ」などと

再命名 したものである。ただし,こ の段階では,色 のないテレビの方が
一般的 (優勢)で

あり,類 概念 「テレビ」にはまだ 「色のない」という意味が含まれているから,「白黒テレ

ビ」などの再命名は,活 発には行われていない.

しかし,色 のあるテレビの普及率が増加 し,色 のないテレビと拮抗する 1970年 前後に

なると,「白黒テレビ」という再命名は,用 例数は少ないものの,く りかえして使われてい

る.こ の時期には,機 能名の 「カラー」と 「白黒」とは明確な (互角の)対 立関係となり,

したがつて,類 概念の 「テレビ」だけでは,色 のあるなしは決められなくなったと考えら

れる.
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<機 能名 >カ
ラーを含む表現

1 1

″
自黒
″
を意味す
ス語 1 1

図4 白 黒テレビ・カラーテレビの普及率と<機 能名>の 異なり語数

その後 (70年 代半ば以降),色 のあるテレビが色のないテレビを圧倒する段階になり,

テレビに色のあることがあたりまえになると,「カラー」などの<機 能名 >は 使われなくな

って4,類 概念の 「テレビ」だけで色のあることを表すようになり,逆 に,色 のないテレビ

をいうには 「白黒テレビ」という再命名を使わなければならなくなる.た だし,こ の段階

では,色 のないテレビは宣伝されることもなくなるので,「白黒テレビ」という再命名は,

少なくとも新聞広告からは姿を消すことになる (1988年以降白黒テレビの広告はない).

以上のように,テ レビの場合,旧 機能 (色のない)に よる再命名は,そ れと対立する新

機能 (色のある)が 現れたときにまずは行われるものの,類 概念が旧機能をその意味とし

て含んでいる間は活発に行われることはない。しかし,新 機能が普及し,普 及率が旧機能

とほぼ互角の段階になると,類 概念から旧機能の意味は薄れるために,旧 機能を明示する

再命名は,新 機能に対立するように, くりかえして行われるようになる.さ らに,新 機能

が圧倒的になった段階では,逆 に,類 概念に新機能の意味が吸収されるために,新 機能の

<機 能名 >は 消え,旧 機能の再命名だけが残る.し かし,こ の段階での旧機能に商品とし

ての価値は少なく,結 果として,再 命名も消えていくことになると考えられる。

4.3 ワ ープロ

1979年 ,東 芝が日本語ワープロ1号機 として市場に出した商品は,机 と
一体型のもので

あった◆このように発売当初ワープロは机と
一体型か,机 の上にのる,か なり大きな,動

かすことの出来ないものであり,そ れはすなわちデスクトップ型といえる.し かし,こ の

段階ではまだ 「デスクトップワ
ープロ」とは言わない。

次いで,1982年 から,小 型であることを表す<機 能名 >「小さな」や 「ポ
ータブル」「パ

ーソナル」が見られるようになる.た だし,こ の段階でも,類 概念 「ワ
ープロ」はまだ 「据

「カラー」は 「テレビ」に前接しなくなり,「ハイビ

(テレビ)」など,「カラー」以外の<機 能名>が 前接

42000年 の 1例 を除いて,

ジョン (テレビ)」,「液晶

するようになる。

1994年以降<機 能名>

(テレビ)」,「プラズマ
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「

え置き型である」という意味を含んでいたと考えられ,「デスク トップワープロ」という再

命名は行われない.テ レビの場合は,色 のあるテレビが登場するのと同時に,色 のないテ

レビに対して再命名が行われたが,ワ ープロの場合は,こ の段階ではまだ,再 命名による

名づけは行われない.

「デスク トップワープロ」という再命名が行われるのは,1988年 01989年 になってか

らである5。それは,こ の「デスクトップ」という機能名が,単 に 「据え置き型である」とい

うだけでなく,小 型のワープロでは実現できない新機能をもつことを表すものとして使わ

れたことと関係 している.

以下に小型を意味する<機 能名 >と <機 能名 >「 デスク トップ」の用例を示す.

“
小型
"を
意味する<機 能名 >(下 線部)(用 例の一部)

(1982年 )    ワ ープロTOSWORD JW‐ 1,

かな漢字自動変換シャープ日本語ワー ドプロセッサ小さな書院

(1983年 )ポ ータブルワープロ ト スワー ドJW‐1,

パーソナルワープロ TOSwORD NEW JW‐ 1,

シャープ日本語ワー ドプロセッサ小さな書院

(1984年)新 0常用パーソナルワープロ キ ャノワー ドミニCM‐5,

新杢=ハ ワープロワー ドボーイ PW‐lo, 文 作くんHANDY

( 1 9 8 5年)パ ーソナルワープロ キ ャノワー ドミニ,

ホームワープロワー ドボーイ,

ミニ書院, ミ ニワープロ, 東 芝パーソナルワープロ ル ポ

(1986年 )パ ーソナルワープロ エ プソンWORD OBANK‐ S,

パーソナルワープロ文豪mini3, キャノワー ド・ミニCM‐8

(1987年)パ ーソナルワープロ エ プソン ワ ー ドバンクL,

行動派ワンボックスワープロ ・キャノワー ドミニα‐10,

ハンディワープロ エ プソンWORD Bank‐LXT

(1988年)ノー トワープロTHE BIttIN, トランスポータブルワープロOASYS30,

ノキーソナルワープロキャノワー ドα3SUPER

(1989年)パ ーソナルワープロWORD Bank‐ LQ,

51988年 には富士通,1989年 にはシャープの広告で見られる。
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パーソナルワープロ ル ポJW80 F  Ⅱ, ポ ータブルワープロファミリー書院,

ラップ トップヮープロミニ書院,NECパ ーソナルワープロ文豪MIN1 5 R ( 7 R ) ,

ラップ トップヮープロ キャノワー ドα500L

( 1 9 9 0年)ラ ップ トップヮープロMY R E P O R T  N L‐1,

パTソ ナ/L/ワープロOASYS30mx, NECパ ーソナルワープロ文豪MIN15RX

(1991年 )東 芝パーソナルワープロ ル ポ, ワ ープロ文豪MIN15 5X

(1992年)ワ ープロ文豪MIN15SX, ワ ープロ文豪nOTE SJ,

H1lhCHI PERSONA_L WORD PROCESSOR with me,

ラップトップワープロ ス テラ

(1993年)ワ ープロ文豪MIN15SH, NECパ ーソナルワープロ 文豪ミニ5UV,

文豪nOTE UJ

(1994年)文 豪ミニ カ ラー

(1995年)NECパ ーソナルワープロ 文 豪ミニ カ ラー

NECパ ーソナルワープロ 文 豪NOTE‐ 笏

0<機 能名>「 デスクトップ」を含む商品名 (下線部)

(1988年)デ スクトップワープロOASYS30

(1989年)デ スクトップワープロあざやか書院,

デスクトップワープロミニ書院 (WD‐580,WD¨ 652,WD‐ A700),

デスクトップワープロWD口A600

図 5は ,  “小型
"を
意味する<機 能名 >と ,<機 能名 >「 デスク トップ」の,年 ごと

の異なり語数の表に,参 考までに,タ イプライタ 0ワープロ ・パソコンの年別生産台数の

グラフを対応させたものである (ワープロにおける,小 型のものと据え置き型のものとの

普及率や販売台数のデータがないため,そ れぞれの生産台数のデータを使用する).
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図5 タ イプライタ・ワープロ・パソコンの年別生産台数と

ワープ国の大きさにかかわる<機 能名>の 異なり語数

単純に,持 ち運びできる小型のワ‐プロが増加 したことで,以 前からあつた据え置き型

のものを 「デスク トップワープロ」と呼ぶようにならたのではなく,机 に置くタイプをさ

らに売るために,よ り高機能な,ポ ータブル型にはない機能をつけた据え置き型のワ
ープ

ロを製造して,そ れに,名 前をつけたということが広告から読み取れる.す なわち,テ レ

ビの場合と違い,一 旦機能をグレー ドアップして再命名 しているのである。ポ
ータブル型

がどんどん増加 し,据 え置き型は売れなくなり,そ のままいけば交代して再命名の余地は

なかったかもしれない。そこでより高機能にすることで,据 え置き型も引続き売つていこ

うという,メ ーカー側の方針があつて初めて再命名されたと考えられる。図 5に よると,

1991年にパソコンの生産高がワープロのそれを抜くという状況になる.迫り来るパソコン

の脅威に対抗するための方策でもあつたのかもしれない。しかし,こ のデスクトップ型の

ワープロも,一 旦は使われたがやがてなくなる.

国タイプライタ

■ヮープロ

□パソコン

一
―

ll曲J』』』』
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4.4 洗 濯機

図 6は ,種 類別洗濯機の年別販売数量を表すグラフに,“脱水
"を
意味する<機 能名 >,

“
2"を 意味する<機 能名 >,「 2槽 」を含む<機 能名 >の ,年 ごとの異なり語数を対応さ

せたものである。(洗濯機の種類別の普及率のデータがないため,販売台数のデータを示す)
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図 6:種 類別洗濯機の年別販売数量と

洗濯機の 「2槽 式」にかかわる<機 能名>の 異なり語数

洗濯機は,は じめ1槽だけのものであった。1958年までは洗濯する槽のみの1槽式の洗

濯機か,そ れに絞り機のついたものが洗濯機だった.そ こに,脱 水機のついた,今 でいう

2槽式洗濯機が登場し,1961年 には,手や絞り機で絞る必要がないことをアピールする<

機能名>「 脱水」が,ま ずは現れる.

・“脱水
"を
意味する<機 能名>(下 線部)
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(1961年 )サ ンヨー脱水乾燥洗濯機, シ ャープ脱水乾燥洗濯機, 脱 水乾燥洗濯機

(1964年 )日 立脱水洗濯機ペア,ナ ショナル自動脱水洗濯機W(ダ ブル)

脱水洗濯機ホワイ トスピンW(ダ ブル)

サンヨー脱水洗たく機サンヨーママ トップ 7, サ ンヨー脱水ママ トップ

(1966年 )三 菱脱水洗濯機カップルオー ト, 三 菱脱水洗濯機カップルD,

三菱脱水洗濯機カップルP, ナ ショナル自動脱水洗濯機 超 高速ダブル,

ナショナル自動脱水洗濯機ダブルエース, 日立脱水洗濯機ペアゴ
ール ド,

ナショナル自動脱水洗濯機ハイダブル, 日 立脱水洗濯機ペアS(L),

東芝脱水洗濯機スーパークリーンD(ダ ブル),

ナショナル自動脱水洗濯機フルラインダブル,三 菱脱水洗濯機ダイヤカップL,

サンヨー脱水洗濯機カラーヤマ トップ

(1968年 )富 士脱水洗濯機, ブ ラザー脱水洗濯機, 脱 水洗濯機 誓 ,

日立脱水洗濯機 超 高速脱水ハイペア, 日 立脱水洗濯機 超 高速ハイペア,

三菱脱水洗濯機 千 曲, 日 立脱水洗濯機 青空, 超 高速脱水ハイペア,

富士電子万能脱水洗濯機ソリッドステー ト伊勢

(1970年 )ブ ラザー脱水洗濯機ツインエース 1800D(A),

日立脱水洗濯機 青空, サ ンヨー脱水洗濯機 新琵琶湖,

ナショナル自動洗濯機 自 動 うず潮, 自 動 銀 河

(1976年 )自 動洗濯機 銀 河

当時は 2槽 式洗濯機 という名前は生まれていない.槽 が二つであることには,ま だ注目

されていないのである。ところが 1964年 から,槽 が二つであることを示す (“2"を 意味

する)<機 能名 >が 盛んに使われる.

・“2"を 意味する<機 能名 >(下 線部)

(1964年 )日 立脱水洗濯機ペア,ナ ショナル自動脱水洗濯機W(ダ ブル),

東芝洗濯機スーパークリーンD(ダ ブル),

脱水洗濯機ホワイ トスピンW(ダ ブル)

(1966年 )三 菱脱水洗濯機カップルD(P),三 菱脱水洗濯機カップルオー ト,

東芝脱水洗濯機スーパークリーンD(ダ ブル)_,
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ナショナル自動脱水洗濯機超高速ダブル,

ナショナル自動脱水洗濯機ダブルエース, 日立脱水洗濯機ペアゴール ド,

ナショナル自動脱水洗濯機ハイダブル, 日 立脱水洗濯機ペアS(L),

ナショナル自動脱水洗濯機フルラインダブル, ペ ア, ペ アP, ペ アL,

ナショナルダブル洗濯機 うず潮, ナ ショナルダブル洗濯機 超高速 うず潮

(1968年)ブ ラザー洗濯機ツインエース, 日 立脱水洗濯機 超 高速ハイペア,

ツインエース, 超 大形ペアL, 能 率大形ペアゴール ド, ペ アS,

電子水流ペアソリッドステー ト, 万 能水流ハイペア, 超 高速脱水ハイペア,

(1970年)ブ ラザー脱水洗濯機ツインエース1800D(A)

(1982年 )自 動 2槽 うず潮か確Ⅳスピンリンス

1960年代前半は,広告では旧来の 1槽式と新型の 2槽 式,そ して販売数量ではまだわず

かな全自動という3種 の洗濯機が混在していた。販売数量では 1槽式が圧倒的に多いもの

の,1963年 ～1964年 には,2槽 式の販売数量も急増する.そ のような時期に
“
2"を 意味

する<機 能名 >(「 ダブル」「ペア」「ツイン」など)が ,「脱水」という<機 能名 >だ けで

は不十分であったためか, 1槽 式との区別のために (「脱水」と並存して<固 有名 >的 に)

使われたと考えられる.こ の段階では,“2"を 意味する<機 能名 >は ,新 技術を表す表現

として用いられている.

しかし,1970年 に 1槽 式が生産されなくなり,洗 濯機は槽が二つで,脱 水機も付いて

いることが当たり前になると,“2"を 意味する<機 能名 >は 不要になり (1973年,1976

年には使われていない),そ の意味は類概念 「洗濯機」に
一旦吸収される◆「洗濯機」は 1

槽のものから2槽 のものへと意味が変化するのである。(1970年に従来の 1槽 式は統計上

消え,全 自動が現れるが,1980年 代前半までは, 2槽 式洗濯機が主流であった)

しかし,そ の後,全 自動洗濯機の普及で,再 び, 1槽 のものと2槽 のものとが対立的な

関係になると,そ れまでの全自動ではない洗濯機に対して,槽 の数に注目した 「2槽 式」

という<機 能名 >に よる再命名が行われ,1979年 には 「2槽 式洗濯機」が現れる6。

6『 機械統計年報』では昭和 24年版から 「電気洗濯機」のデータがあり,37年 版から 「脱水洗濯機」が
加わり,さ らに,45年 版から全自動洗濯機 (項目名は 「自動洗濯機」)の データが加わる.57年 版から
主流は全自動になったため,2槽 式を表す項目名は 「その他の電気洗濯機」になり,平 成 7年版から 「二

槽式洗濯機」となる。
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「2槽 」を含む<機 能名 >(下 線部)

(1979年 )自 動 2槽 式洗濯機

(1982年 )自 動 2槽 スピンリンス,

自動 2槽 うず潮 2WAYス ピンリ

2槽 式みずピタ, 2槽 式洗濯機,

ンス, 自 動 2槽 洗濯機

要するに,脱 水機付きの 2槽 式の洗濯機は,ま ず初めに
“
脱水
"を
意味する<機 能名 >

で表現され,次 いで 「ダブル」「ペア」など
“
2"を 意味する<機 能名 >で 表現されたもの

の,そ の
一般化によつていつたんそうした<機 能名 >は 消え,全 自動洗濯機の普及に伴っ

て,再 び 「2槽 式」という<機 能名 >で 再命名されたのである.2槽 であることを示す<

機能名 >が ,造 語成分は異なるものの,新 機能を表す際と,旧 機能を再命名として表す際

と,三 度使われていることになる。(1985年以降 2槽 式洗濯機の広告はない)

図 6に よると2槽 式は販売数量で山が 2回 あるが,全 自動は 2槽 式とともに 1975年 に

一旦谷となり,そ の後は 1997年 のピークまで増加 し続ける.2槽 式と全自動が販売数量

で入れ替わるのは,1990年 である。洗濯機の場合,ま だまだ従来型の 2槽 式洗濯機が優勢

の時期に再命名が行われたということになる。

5.考 察―家電製品の命名メカニズムにおける再命名
―

5.1 再 命名の必然性 (なぜ再命名されるか?)

技術革新の激 しい家電製品の場合,旧 機能の製品は新製品に取つて代わられるため,再

命名されることはないのではないかと考えられた.そ うした予想に反して,こ れらの家電

製品に再命名が行われたのは,い ずれも,メ
ーカーが,新 製品を売 り出したとはいえ, し

ばらくの間,旧 機能の製品も販売し続けようとしたために,旧 機能の製品と新機能の製品

との間に持続的な対立関係が構成され,前 者にたいする再命名が必要になったからだと考

えられる.

実際,自 黒テレビの場合は,カ ラ
ーテレビより安いこと,ま たは 2台 目として,あ るい

は各部屋に 1台 ずつ,な どの需要を見込んだ内容の広告が見られた.2槽 式洗濯機の場合

も,全 自動より安い,分 け洗いができる,全 自動に対する不安などの理由から,全 自動に

対抗する存在価値は充分あった。 デスクトップワープロの場合は,す でに見たように,ポ

ータブル型にはない新機能を付加して売り出された.す なわち,メ ーカー側が,旧 機能の

ほうにも何らかの価値を見出して売ろうとする時,再 命名が起こるのである。逆に,初 め
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の 1槽 式洗濯機が
一般に使われているところに 2槽 式洗濯機が出現しても, 1槽 式洗濯機

が再命名されることはなかった.そ れは 1槽 式が 2槽 式の出現後,減 少の
一途をたどり,

しばらくしてなくなったからである。再命名は,従 来のものが存在し続ける状態でなけれ

ば起こらない。

とはいえ,メ ーカーが旧機能の製品を販売し続けることは多くなく,た とえ販売してい

たとしても,そ のために新聞広告を掲げることはまれであろう。本稿のデ
ータからもわか

るように,再 命名は用例数が少ない。冷蔵庫に再命名の事例が見られなかつたのも,再 命

名が広告に現れにくいということが理由の
一つではないかと考えられる。実際には,一 人

暮らし用の小型の冷蔵庫に 「冷凍冷蔵庫」という名がつけられ,販売されている。これは,

ドアの数が増え,チ ル ド室などがあるのが
一般家庭用の冷蔵庫となったが,そ うではない

商品も変わらず需要があり,2ド アしかない冷蔵庫に再命名したものと思われる.よつて,

本データにおいて冷蔵庫で再命名の現象が見られなかつたのは,デ
ータの問題,あ るいは

広告に再命名が現れにくいという問題によるものだろう.

しかし,こ うした事情はあるものの,家 電製品の命名において再命名が行われているこ

とは間違いなく,蓑 川 (2006b)で も指摘したように,テ レビや洗濯機では現在でも再命

名が起こつている.再 命名が様々な局面で繰 り返し行われることは,鈴 木 (1976a)で も

述べられているが,そ れは,商 品名においても同じである.世 の中の変化,商 品の発達な

ど,新 しいものと,古 いものの (持続的な)対 立が起これば,再 命名が行われる可能性が

生まれるのである。

5.2 再 命名の型

鈴木(1976a)は,再 命名を (1)再 帰型 (2)二 重再帰型 (3)反 転型の 3種 に分類してい

る。(1)は単なるとうがらしが 「七味」を仲介にして 「
一味」と再命名されるようなもの,

(2)は 結婚によつて変わった名を 「旧姓」から見直して 「新姓」とするような二段構え

の構造,(3)は 戦前の教育制度を,戦 後の 「男女共学」という制度から見て,「別学」と

総称するようなものとしている。「とうがらし」と「
一味」はイコールで結べるが,戦 前の教

育制度とその一部でしかない 「別学」はイコールでは結べないとし,(1)(2)と (3)は

異なる構造であると述べている。

しかし,鈴 木が挙げている例には,専 門的で
一般には用いられていないものがいくつか

あり (旧電電公社内の用語やガス会社の用語),(2)の 二重再帰型として 1例 挙げられて

いる 「旧姓/新 姓」もさほど
一般的ではない。また,(3)の 反転型の上記の例は,鈴 木自
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身 「再命名行為と言 うより,新 しい視点の設定による新語の誕生とするほうがよいかも知

れない」と述べている.こ のように,鈴 木の分類は,必 ずしも安定したものではなく, と

くに,(2)(3)の 例は少ないように思われる.

実際に,再 命名のほとんどは,鈴 木のいう (1)再帰型であり,家 電製品名の再命名も,

テレビのように,多 くは再帰型に属すと考えられる.し かし,ワープロ,洗濯機の場合は,

単純な再帰型ともいえない.家 電製品名における再命名は,旧機能 (旧商品)と 新機能 (新

商品)と の関係からみれば,今 回の調査に限られるものの,以 下のような二つのタイプに

分けることができる。

基本型 :旧機能が,新 機能との区別のために,再 命名される (テレビ)

付加型 :旧機能をもつものが,新 機能を付加されて,再 命名される (ワープロ)

再登場型 :過去に新機能として命名されたものが,再 び旧機能として再命名される

(洗濯機)

テレビは,自 黒という古い機能が,カ ラーという新しい機能との区別のために,再 命名

されたもので,典 型的な再命名である。ワープロは,デ スク トップという旧機能を持つも

のが,主 流のポータブル型にはない新機能を付加されて,再 命名されたもので,完 全な旧

機能の再命名であるテレビとは異なる.また,洗濯機は,新機能として命名されたもの (「ダ

ブル」や 「ペア」)が 一度消え,再 び旧機能として (「2槽 式」)再 命名されている.

5.3 再 命名の観点

テレビでは 「カラー」に対する 「自黒」, ワ ープロでは 「ポータブル」等に対する 「デ

スクトップ」というように,再 命名に使われる<機 能名 >に は新機能に対立する概念が選

択されている.一 方,洗 濯機の場合は,「全自動」に対して,た とえば 「半自動」のような

対立概念は選択されず,「2槽 式」という非対立的な概念が使われている.こ れは,洗 濯機

の場合,「自動」という<機 能名 >が ,全 自動以前に,反 転機能や脱水機能を表すものとし

て使われていたために (1958年 に 1槽 式で 「自動反転 うずまき式」,1961年 に 2槽 式で乾

燥機能もついていることを表す語として 「自動脱水」),「半自動」などを 「全自動」の対立

概念としては使いにくかつたという事情もあるのかもしれない。しかし,商 品名の場合,

新機能に対立する旧機能は,多 くの場合,セ ールスポイントにはならない (「半自動」では

売れない).し かし,そ れをなお売らなければならないとき,メ ーカーは,む しろ対立概念
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を避け,別 の観点からの名づけを行 うのではないか.ワ ープロの 「デスクトップ」も,外

来語としての新規性を利用して,旧機能ではなく,(実 際に,ポ ータブル型にはない機能を

付力日しているが)新 しい機能であることをアピールしている.洗 濯機の場合も,新 機能の

対立概念 (「半自動」など)は 使いにくいために,か つての新機能=セ ールスポイント (「2

槽式」)を 再利用しているという側面があるといえよう.

ただし,こ うした新概念と対立しない観点からの再命名は,基 本型でも行われる.蓑 川

(2006b)で 「テレビの場合,省 スペースと画面の美しさから,液 晶やプラズマといつた

新しい技術が使われた薄型テレビが一般化しつつある7.しかし一方で,従 来の場所をとる

形であっても,低 価格商品の需要もあるため,薄 型ではないテレビが 「ブラウン管テレビ」

と再命名され始めている例が,電 気店のチラシなどで散見される」としたが,こ の 「ブラ

ウン管テレビ」(これもすでに新聞記事などで使われるようになり,一般化する状況である)

という再命名も,「薄型」の対立概念 (「厚型」など)で はなく,別 の観点からの名付けで

ある。

5.4 再 命名のタイミング

テレビの場合,再 命名は,新 機能 (色のある)の テレビが現れたときにまずは行われる

ものの,旧 機能 (色のない)の テレビが一般的である間は活発に行われることはない.し

かし, 図 4か らわかるように,旧 機能テレビの普及率が頭打ちから減少に転じ,一 方で,

新機能商品の普及率が増加傾向を明確にする局面になると,旧 機能を明示する再命名が,

新機能に対立するように,く りかえして行われるようになる.

洗濯機の場合も,図 6か らわかるように,新機能 (全自動)の洗濯機が現れた段階では,

旧機能 (2槽 式)に 対する再命名は行われず,や はり,旧 機能商品の販売数量が頭打ちと

なり,新 機能商品のそれが明確な増加傾向を示す局面で,か つての新機能名を再登場させ

て再命名を行 うようになる◆

ワープロの場合は,小 型とデスクトップ別の普及率や生産 ・販売台数等のデータがない

ため,明 確なことは言えないが,テ レビや洗濯機と同様に,新 機能 (小型)の ワープロが

現れた段階では,旧機能 (据え置き型)に対する再命名は行なわれていない.し たがって,

これもおそらく,旧 機能商品が頭打ちか減少傾向となり,新 機能商品が増加傾向を顕著に

する局面になって,旧 機能商品に,別 の機能をもたせながら,再 命名を行つたものと考え

られる.

7現 在薄型テレビの下位分類は,「液晶」「プラズマ」「有機EL」 「SED」 がある。
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このように,家 電製品名の再命名は,い ずれも,新 機能の商品が登場したばかりの段階

では,行 われないか,行 われたとしても活発ではなく,旧 機能商品の普及率が頭打ちか減

少傾向となり,上 方で,新機能商品の普及率が明確な増加傾向を示す局面になって,(活発

に)行 われるようになると考えられる。命名主体であるメ
ーカーにとつては,新 機能商品

が登場しても,旧 機能商品がまだ優勢な段階では,類 概念が旧商品を表してくれるから再

命名の必要はないが,た とえ普及率では旧機能商品の方が大きい段階でも,新 機能商品の

台頭と旧機能商品の衰退が明確になれば,旧 機能商品に対する再命名を行 うということで

あろう.も ちろん,こ の段階で,な お,旧 機能商品を生産
・販売し続けようとする意志が

メーカーにあることが必要ではある.こ うした状況が,家 電製品において再命名が行われ

るタイミングであり,そ の点において,基 本型
・付加型 ・再登場型に違いはないものと考

えられる.

5.5 -般 語
8との連続性

再命名による名づけが,メ
ーカーの商品名からは消えても,《

一般語》として使用され,

定着する傾向のあることが注目される。「白黒テレビ」は,本 稿のデ
ータでは初出が 1961

年であるが,『現代用語の基礎知識』では 1964年 ,朝 日新聞の見出しでは 1967年 ,広 辞

苑では第二版補訂版 (1976)から記載されている.「デスク トップ」は,本デ
ータでは 1988

年,『聞蔵』では 1987年 ,朝 日新間の見出しでは 1991年 ,『現代用語の基礎知識』でも

1991年 ,広 辞苑では第五版 (1998)か ら記載されていて, ともに
一般語として使われて

いることが分かる。「2槽式洗濯機」も,辞書には記載されていないが,朝 日新聞の『聞蔵』

では 1984年から2007年 まで用例が見られる。実際,これらは,一般人が生活の中で使う

ことの方が多い.そ れは,こ れら旧機能の製品が,広 告などでは短い期間で消えていつた

としても,そ れを購入した消費者=一 般人の間では,よ り長い期間使われ続けるからであ

ろう。旧機能と新機能との対立的関係は,一 般人の生活においてより持続的であり,そ の

分,両 者の区別の必要度も高いと考えられる。家電製品の再命名は,メ
ーカーが主体とな

る命名活動の中で行われるが9,それを使用し,維持していくのは,む しろ
一般人の言語活

8日 常一般に使われる語 (『日本語学研究事典』「専門語」の項参照)。しかし専門語との関係において,

とらえ方が二つあるという。また電気製品のように新しく作られたものは,初期の段階では
一般名称 (普

通名詞)は 定まっていないことが多い (野元 (1991)を参照)。テレビについても本デ
ータでは,「テレ

ビジョン」「テレビ受像機」など複数の表現があり,冷 蔵庫,ワ
ープロも同様で,初 め複数あった表現が

収飲されていく (野元の用語では 「固定化」)。広告でどういう語が使われるかは,普 通名詞の成り立ちに

も影響を与えるものとみられる (野元 (1983)では,「広告はこのように普通名詞がどのように世に定着

していくかのいい鏡でもあるようです」と述べている)。

9商 品名の命名行為はメーカーが主体であると考えられるが,本デ
ータにおける商品名は,新聞という媒
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動による面がある。歴史的な調査を要するので,今 の段階では商品名が
一般語化したとま

ではいえないが,商 品名と
一般語との連続性を示す事例であるといえるのではないだろう

か.

なお,携帯電話の発達・普及により行われた「固定電話」という再命名も,一般語に定着し

た表現といえるだろう.新 商品としての 「自動車電話」,そ れに続く 「携帯電話」の登場,

普及・一般化とともに,その起源はメーカーや販売店などの側にあつたものと思われるが,

従来ただ 「電話」と言われていたものが 「固定電話」と呼ばれるようになり,一 般人の言

語生活の中に定着したものと考えられる.

6.結 論と今後の課題

以上,家 電製品における再命名について調査
0分析を行い,再 命名の必然性,再 命名の

型,再 命名の観点,再 命名のタイミング,一 般語との連続性などについて検討した。

本稿の結論として第 3節 に示 した家電製品の基本的な命名メカニズムに,次 のようなこ

とを付け加えることができる.

⑤新たな機能を持つ商品が登場し,そ れが明確な増加傾向を示す (旧来の商品は頭打ち

か減少傾向を示す)段 階になって,な お,メ ーカ
ー側に旧商品を販売し続ける意志が

ある時,旧 商品に対する再命名が行われる.

⑥再命名には,旧 機能を新機能から区別するために行われる基本型のほか,旧 機能に新

商品にはない別の機能を付加 して行 う付加型,か つての新機能でいつたんは類概念に

吸収されたものを再利用する再登場型がある.

⑦再命名には,新 機能の対立概念以外に,旧 商品のセ
ールスポイントとするために,非

対立的な概念を表す<機 能名 >が 用いられることがある.

なお,再 命名の基本型 0付加型 ・再登場型の 3類 型を,家 電製品名の命名メカニズムの

基本モデルに組み込むと,基本型・付加型は図 7,再 登場型は図 8の ように模式化できる.

付加型は,完 全な旧機能の再命名ではないという点で基本型と区別されるが,商 品名構成

要素の出現パターンとしては同じように考えることができる.

体特有のものであるという側面もある。また型番 0型式などと呼ばれるメーカーにとっての管理記号と異

なり,言 語で表現される商品名は,消 費者に覚えてもらいたい,印 象付けたいという,一 般人と共有する

ものとしての命名であると考えられる。
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図 7:基 本型 ・付加型のモデル (テレビ)

年の経過

普
及
率

図8:再 登場型のモデル (洗濯機)

冒頭に,「命名の研究では,な ぜそのような名づけが行われるのか,将 来どのような名

づけがなされるのかといった問いに答え得る 《命名のメカニズム》が明らかにされなけれ

ばならない」と述べた.も ちろん,将 来の名づけを予想することはなお困難であるが,今

回の調査 0検討によらて,商 品名にも再命名現象が起こることを指摘し得たことは,商 品
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名の命名メカニズムをより精密化することに貢献するものと考えられる。ただし,基本型 ・

付加型 ・再登場型という3類 型は,今 回の限られた調査から得られたものであり,今 後,

調査の範囲を拡大することによつて,新 たな類型が見つかる余地を残したものである.さ

らに,家 電製品以外の商品名についても,そ の命名メカニズムを検討し,最 終的には,よ

り大きな 「商品名の命名メカニズム」を構築していく必要がある.今 後の課題としたい.
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